
都内のＭＩＣＥ（※）の会場となる施設の機能強化に向けた設備導入等を支援す
る「ＭＩＣＥ施設の受入環境整備支援事業」について、令和５年度の申請受付を開
始しますのでお知らせします。
コロナ禍を経た開催形態の変化を踏まえ、オンライン会議整備機能の助成上限額

の拡充や助成対象経費に先端テクノロジー機能強化に係る費用を新たに追加するな
ど、支援内容を大幅に充実させております。
申請については別紙をご確認の上、(公財)東京観光財団までお申し込みください。
（※）MICEとは、M：Meeting（企業系会議）、Ｉ：Incentive（企業の報奨・研修旅行）、
Ｃ：Convention（国際会議）、Ｅ：Exhibition/Event（展示会・イベント等）の頭文字を取った総称です。

【募集案内】ＭＩＣＥ施設の受入環境整備支援事業

本件は、「『未来の東京』戦略」を推進する事業です。
戦略15 文化・エンターテインメント都市戦略

「ポストコロナを見据えた観光プロモーション」

※詳細は別紙を参照下さい。

◎助成対象
都内に所在する常設のＭＩＣＥ関連施設の所有者・管理運営事業者等

◎助成内容

概要

◎公募期間
令和５年４月４日（火曜日）から令和５年６月30日（金曜日）まで

【本件に関する問い合わせ先】
〔事業全般に関すること〕 産業労働局観光部企画課 代表番号：03－5000－2426
〔詳細・申込方法に関すること〕 （公財）東京観光財団コンベンション事業部 電話：03－5579－2684

対象経費 助成率 上限額
（１施設あたり）

➀ ＭＩＣＥ開催に役立つ各種施設機能 １／２ ３，０００万円

② オンライン会議整備機能
感染症予防対策に係る国際認証取得 １／２ ３，０００万円(拡充)

③ 先端テクノロジー機能 ３／４ ３，０００万円(新規)
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名称 ＭＩＣＥ施設の受入環境整備支援

助成
対象

都内に所在する常設のＭＩＣＥ関連施設※の所有者・管理運営事業者等
※会議施設、展示場、ホテル（宴会場・ホールなどの共用部のみ）、大学等

助成
内容

ＭＩＣＥの開催に役立つ施設の機能強化につながる取組（設備の導入、設置工事等）及び国
際認証取得費用に対して助成
＜助成対象・助成率・上限額＞

公募
期間

令和５年４月４日（火曜日）から令和５年６月30日（金曜日）まで
※申請状況に応じて追加で募集をする場合があります。

申込
方法

所定の申請書に必要書類を添えて、（公財）東京観光財団コンベンション
事業部へお申込ください。
詳細については、以下のホームページをご参照ください。
（https://businesseventstokyo.org/ja/preparation_support/mice_ukekan.html）

別 紙＜ＭＩＣＥ施設の受入環境整備支援の詳細＞

支援条件
（１） 今後１０年以内に国際的なＭＩＣＥの受入予定※があること
（２） 東京の観光のＰＲ・サービスの提供（都内の観光情報の発信、観光ツアー・文化体

験プログラムの提供など）について協力があること
※MICEの受入予定が証明できるもの（契約者や案内状の写し等）、又は今後10年間の国際
的なMICEの受入計画があることを示すこととともに、今後10年間の実績を報告すること。

※過去に本事業での助成を受けている場合は、各区分の上限額から過去の助成額を除いた金額の範囲内
で助成します。

区分 助成対象詳細 助成率 上限額
（１施設あたり）

➀ 情報通信機能・映像機能・会場設備機能・多言語機能・セキュ
リティ機能等の強化 １／２ ３，０００万円

② オンライン会議整備機能の整備・感染症予防対策に係る国際認
証(SAFE GUARD、GBAC STARTM)の初回取得費用 １／２ ３，０００万円

③
先端テクノロジー機能
※先端テクノロジーに関する設備（５Ｇ、顔認証システム、
案内・誘導ロボット、配膳ロボット等）の導入経費

３／４ ３，０００万円

オンライン会議用
PCコンソール等

無線LAN ネットワーク回線
の機能拡充

案内・誘導ロボット

＜主な助成対象の例＞

＜助成対象経費＞
機器/備品購入費、設置工事費（レンタル機器に係る経費を除く）、機器の設置に伴う改
修工事費、制作費、印刷製本費、翻訳費、及び国際認証初回取得にかかる費用 等

※その他詳細については下記のリンク先をご確認ください。

https://businesseventstokyo.org/ja/preparation_support/mice_ukekan.html
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